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ティッピング・ポイント	




ナショナル・ジオグラフィック日本版「失われゆく生物多様性」より	


生物多様性が高いにも関わらず、緊急かつ戦略的に保全すべき破壊の危機に
瀕している世界34地域。地球の地表面積のわずか2.3％ながら、最も絶滅が危惧
されている哺乳類、鳥類、両生類の75％が生息。	


生物多様性ホットスポット	


先進国で唯一、国土すべてがホットスポットに指定されている日本列島。	




災害からの復興 

 

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
地
震
と
津
波
に

よ
り
、
私
た
ち
の
住
む
東
北
地
方
は
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
今
や
こ
の
地
域
の
社
会
と
経
済
の
復
興

は
、
国
際
的
・
日
本
全
体
の
関
心
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。

 

こ
れ
ま
で
「
森
は
海
の
恋
人
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
よ

う
に
、
海
の
恵
み
は
、
山
、
森
、
川
、
そ
し
て
田
ん
ぼ

の
営
み
の
つ
な
が
り
に
も
、
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
被
災
地
の
多
く
は
こ
う
し
た
生
態
系
の
恵
み

（
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
）
を
最
大
限
に
利
用
す
る
生
活
を

し
て
き
た
地
域
で
す
。

 

今
、
で
き
る
だ
け
早
い
復
興
は
共
通
し
た
願
い
で
す

が
、
環
境
へ
の
影
響
評
価
を
行
な
う
こ
と
な
く
、
早
急

に
山
や
森
を
削
り
、
川
や
海
、
そ
し
て
田
ん
ぼ
の
生
物

多
様
性
や
生
態
系
へ
の
配
慮
の
な
い
造
成
は
、
生
態
系

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
て
、
被
災
地
以
外
に
も
多
く
の

二
次
的
な
災
害
を
生
み
出
し
か
ね
ま
せ
ん
。

 

私
た
ち
は
、
こ
の
地
の
農
林
水
産
業
が
享
受
す
べ
き

将
来
の
生
態
系
か
ら
の
恵
み
を
見
据
え
、
海
や
田
ん
ぼ

の
生
態
系
の
豊
か
さ
や
、
生
物
多
様
性
を
育
む
「
グ
リ

ー
ン
復
興
」
を
行
う
こ
と
で
、
農
林
水
産
業
と
共
に
生

き
て
き
た
地
域
が
、
よ
り
着
実
に
、
力
強
く
復
興
す
る

と
信
じ
ま
す
。

 

そ
し
て
、
地
域
の
豊
か
さ
と
強
さ
に
つ
な
が
る
生
態

系
の
回
復
力
を
助
け
、
自
然
と
社
会
が
共
生
し
た
復
興

を
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
市
民
と
し
て
、
そ
の
計
画
か
ら

積
極
的
に
関
わ
り
、
一
緒
に
支
え
て
い
く
こ
と
を
宣
言

い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
１
年
５
月
22
日

地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）、一般財団法人　mudef（music design 
foundation）、 国連大学サステイナビリティと平和研究所(UNU-ISP)、国連大学高等研究
所いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット、財団法人　地球環境戦略研究機関
（IGES）、特定非営利活動法人ラムサール・ネットワーク日本（ラムネットJ）、Think the Earth
プロジェクト、特定非営利活動法人アースデイ・エブリデイ、一般社団法人  　CEPA ジャパ
ン、JBIB有志によるグリーン復興に向けたタスクフォース、日経BP環境経営フォーラム　有志
によるタスクフォース

海と田んぼからの
グリーン復興宣言

生態系からの恵みを活かして
人・海・田んぼ そして森のつながりから復興を考える

お問い合わせ先：東北大学大学院　生命科学研究科  生態適応グローバル COE 支援室　担当：竹本　徳子
〒980-8578 仙台市青葉区荒巻字青葉 6-3  TEL： 022-795-3637　FAX：022-795-3638  e-mail: eco-gcoe@bureau.tohoku.ac.jp

賛同団体（賛同企業・NGO・ネットワーク募集中）海と田んぼからのグリーン復興プロジェクト

東北大学　生態適応グローバルCOE
ＮＰＯ法人　田んぼ
ＮＰＯ法人　森は海の恋人
ＮＰＯ法人　環境会議所東北
ＮＰＯ法人　サステナブル・ソリューションズ
　　　　　～小さな渦を育てる杜～

東北大学を拠点に	
  
生物多様性を踏まえた復興	
  
を提案するプロジェクト	
  



南房総で写真に目覚めました。	


川廷昌弘フォトギャラリー	
  
h(p://members2.jcom.home.ne.jp/kawatei/	




人類は生物の多様性のもたらす恵
沢を享受することにより生存してお
り、生物の多様性は人類の存続の
基盤となっている。 
また生物の多様性は、地域におけ
る固有の財産として地域独自の文
化の多様性も支えている。	


「生物多様性基本法」前文より	




「生物多様性」とは、 
社会、経済、文化の基盤であり、 
 
「自然との共生」をしてきた 
日本人の精神の基盤とも言える。	




地球との最後の約束にすべき「愛知目標」	
  



生物多様性条約市民ネットワークが、	

「愛知目標」を地球を守る最後の約束に	

するため、国連の枠組みで推進するよう提案。	

	

それが日本政府案として	

COP10で勧告決議、	

昨年12月に国連総会で採択。	


日本のNGOが提案「国連生物多様性の10年」	




生物多様性条約事務局による戦略	




生物多様性条約事務局による戦略	




第十三条　公衆のための教育及び啓発	

（※日本政府翻訳をさらに意訳）	

	


締約国は、次のことを行う。 	

	


(ａ)生物多様性の保全の重要性や、保全に必要な行
動を理解するため、さまざまな伝達手段による普及
啓発、　そして教育事業に取り入れることを推進する。  
 
(ｂ)生物多様性の保全、持続可能な利用に関する教
育や普及啓発事業の計画で、必要に応じて他国や
国際機関と連携する。	


「生物多様性条約　第十三条」　これがCEPAの条文　	




CEPAとは、様々な活動を　「つなぐ」　キーワード。	


Public	
  Awareness	
  

Educa7on	
  

Communica7on	
  &	
  Connec7ng	
  

Capacity	
  Building	
  
Change	
  in	
  behavior	
  

Empowerment	
  

Public　　　　	


public	
  par7cipa7on　　	


policy	
  instrument	
  

Awareness　　	


Ac7on	
  

Ac7on	
  research	
  
C＝	

Communica7ng	
  (コミュニケート)	
  
Connec7ng（つながる）	

Capacity	
  Building（能力開発）	

Change	
  in	
  behavior（行動の転換）	

E＝	

Educa7ng（教育する）	

Empowerment（力をつける）	

P＝	

Public（公共）	

Public	
  awareness	
  (普及啓発)	
  
public	
  par7cipa7on（市民参加）	

policy	
  instrument（政策手段）	

A=	
  
Awareness（認識・意識）	

Ac7on（行動）	

Ac7on	
  research（行動調査）	


作成：中野民夫、川廷昌弘　　	




環境コミュニケーションの 
国内スペシャリストが集う組織を設立 

Green TV Japan 
Think the Earth 

地球サミット2012 Japan 
Earthday Everyday 

 
自然観察指導員 
環境教育指導員 
自然学校指導者 

動物園、水族館学芸員 
有識者、学識経験者 

 
国際自然保護連合 

教育コミュニケーション委員会 
JAPAN準備事務局 

一般社団法人CEPAジャパン	




大切なのは「国際条約と暮らしをつなぐ」 

 
目標はみんなの行動をかえること 

 
各地の郷土愛による活動が 
生物多様性を守り 

国際条約とつながる事を伝える 
 
「生物多様性」が生活で実感できるように 

現代の「伝承者」となって未来を支えよう 



CEPAツールキット　グローバルスタンダードをアレンジ	

条約事務局が国家戦略策定者のために制作したコミュニケーション・テキスト 
CEPAジャパンが300ページのテキストを日本語訳！ 
自治体、企業、NGOが生物多様性の普及事業や本業の取組みのため、 
セミナーやワークショップの開催を検討中。 



生物多様性条約事務局と協定に調印	


愛知ターゲット達成に向けて、「国連生物多様性の10年」の
活性化のため、国内だけでなく国際機関と連携を推進するた
め、生物多様性条約事務局と協定を交わした。	




IPBES	


URBIO	


UNDB市民ネット	

IUCN-J	

CEPA-J	


グローバル
プラット
フォーム	


各セクターの取組に関する	
 
行動戦略の立案・実施の促進	
 

民間参画	

パートナーシップ	


メディア�

経済界�

学術界�

NGO/ユース�

関係省庁�

10年委員会�

寄付・協賛	


生物多様性条約事務局�

愛知目標	
 国連生物多様性の10年	


国際連合�

自治体の	

ネットワーク	


自治体�

国民運動の呼びかけ	
 
（行動戦略の立案・実施）	
 

全国ミーティングの開催	
 

幹事会�

関連事業の	
 
実施・促進	
 

連携事業の認定	
 

幅広い主体の
参画促進	
 

参加・協力	


運営部会�

事務局�

地球いきもの応援団など	
 企業・団体	


CEPA	


成果目標�

委員会事業�

国連生物多様性の10年日本委員会	




監修：矢原徹一九州大学教授	






	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  

IUCN-­‐J	
  
国際自然保護連合日本委員会	
  
Supported	
  by	
  CEPAジャパン	
  	




	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  

環境省と国民運動となるプロジェクトを目指して、	
  
自治体、企業、市民団体に呼びかけていきます。	
  

	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  



ジョグラフ生物多様性条約事務局長と日本のコンセプトを共有	

「暮らしから生物多様性を再認識」被災地や全国各地の活動をつなぐ	


グリーン・ウェイブ　（5月22日は生物多様性の日）	




森林に関するCEPA（広報、教育、普及啓発）活動のプラットフォーム	


生物多様性と子どもの森キャペーン実行委員会	
  

グリーン・ウェイブは世界で唯一共通のCEPAアクション	




樹木の苗が、被災地と全国の子どもたちをつなぎます。	


１．被災地で種
子採取します。	


３.種子と栽培マニュ
アルを全国に配布し
ます。	


４．全国で苗木を
育てます。	


５．育つ様子を
観察し、	

インターネットで
共有します。	


７．育った苗を被災地

で植樹します。　	


６．育った苗を被

災地に運ます。	


２.採取した種子を
全国事務局に送り
ます。	

被災地でも苗を育

てます。	


年次計画	


概念図	


どんぐりプロジェクト（Project	
  D）	






暮らしから考える「いただきますの日」プロジェクト	


 
2011年11月11日 
お箸がたくさん並ぶイメージで 
「いただきますの日」を設立 
そして311,911、、、 
 
 
「いただきます」は 
食卓にあがる「いのち」それを育む「自然」 
おいしい食べ物を提供し食事を作る「労働」や「知恵」 
一緒に食卓を囲む「周りの人」に対する感謝の気持ち 

生物多様性の主流化を	
  
「食」から考えよう！	


いただきますの日普及推進委員会　　 
共同通信社 

Green TV Japan 
　　ジアス・ニュース 
　　Think the Earth 
　　CEPA ジャパン 

日経BP環境経営フォーラム 



「弁当の日」竹下和男先生の講演会	
  
「お箸作りのワークショップ」	
  

「いただきますの日」 × 「弁当の日」 = 食育	




「いただきますの日」 × 「福幸米」 = 社員食堂メニュー	




リオ+20へ日本の市民社会から生物多様性に関する「石川宣言」	
  

１、COP10議長国として「愛知ターゲット」の達成に向けた推進 
２、未曾有の災害からのグリーン復興のメッセージ 
３、COP17の混迷により生物多様性の損失が進む懸念 

各地自然資源の持続可能な利用が生物多様性の保全につながり、地
域開発や地域経済の発展にも寄与する日本が本来持つ精神を表明 



「大地と海と空に生きもの賑わう地球」 
生物多様性は、コミュニケーションの世界。 

 
愛知ターゲットのゴールとは、 

すべての人が生物多様性を理解し、 
保全のために行動すること。 

そのための 
「国連生物多様性の10年」は、 

コミュニケーションの10年とも言える。 
健全な企業であるために、 

地球とのコミュニケーションを良好にして、 
生活者とのコミュニケーションも良好にしよう。 




